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鹿児島県外来医療計画骨子

※計画骨子（案）については，現行の保健医療計画を基に，厚生労働省発出の「外来医療に
係る医療提供体制の確保に関するガイドライン（以下「ガイドライン」という 」を参照）。
し検討を行った。

章 備考

第１章 総論

第１節 計画策定の趣旨 ・現行の保健医療計画及び
ガイドラインを参考とした

第２節 計画の位置づけ 体系整理
・ガイドライン１－１，１－２，１－３

第３節 計画の期間

第２章 本県の外来医療の現状

第１節 本県の外来医療機能の現状・課題
１ 区域単位 ・ガイドライン４－１
２ 現状・課題

ア 外来医師偏在指標，外来医師多数区域 ・ガイドライン４－２，４－３
イ 現時点で不足している外来医療

(ア）夜間や休日等における地域の初期救急
医療の提供体制

（イ）在宅医療の提供体制 ・ガイドライン５－３
(ウ）産業医・学校医・予防接種等の公衆衛

生に係る医療提供体制
（エ）その他

第２節 本県の医療機器の現状・課題
１ 区域単位 ・ガイドライン６－２
２ 現状・課題

ア 医療機器の配置状況 ・ガイドライン６－３
イ 医療機器の保有状況 ・ガイドライン６－３

第３章 施策の方向性

第１節 取組の基本的方向 ・ガイドライン５－４

第２節 各施策の方向性
１ 外来医療提供体制

ア 新規開業者等に対する情報提供 ・ガイドライン５－１
イ 協議の場の設置 ・ガイドライン２－２，５－３
ウ 新規開業者への対応 ・ガイドライン５－２

２ 医療機器の効率的な活用
ア 共同利用の方針 ・ガイドライン６－１
イ 新規開業者等に対する情報提供 ・ガイドライン６－３
ウ 協議の場の設置 ・ガイドライン６－２
エ 医療機器の共同利用に係る計画 ・ガイドライン６－３

第４章 計画の推進方策

第１節 外来医療計画の周知と情報提供 ・現行の保健医療計画に基づ
く体系整理

第２節 計画の推進体制と役割 ・ガイドライン５－５，５－６，７
１ 県
２ 各医療機関
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外来医療計画策定スケジュール（案）

内 容
年 月

県審議会等

○第１回県地域医療対策協議会R元 ７
（7/23)下旬

・計画の骨子（案）について

○骨子案を踏まえた計画（素案）８
の検討

○第２回県地域医療対策協議会９
（10/28)

～

・計画（素案）について10

11
○計画（案）の検討・調整

12
○県議会への説明

○第３回県地域医療対策協議会R２ １
・計画（案）について

～

○市町村等の意見聴取２
○パブリックコメントの実施

○ への諮問，答申 ○計画の決定３ 医療審議会

○計画の公示

○計画の公表

○厚生労働大臣への提出
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・現時点で不足している外来医療機能に関する検討

地域振興局・支庁

• 夜間や休日等における地域の初期救急医療の提供体制
• 在宅医療の提供体制
• 産業医，学校医，予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制
• その他地域医療として対策が必要と考えられる外来医療機能

地域医療構想調整会議等の進め方（イメージ図）
外来医療提供体制の協議について

協議が必要
協議の場への出席を求める

地域医療構想調整会議等

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度
～

検討内容結果を外来医療計画に盛り込む

・開業に当たっての事前相談
・外来医療計画に定められている当該区域の方針に関する事項を情報提供

医
療
機
関

協議の場（例：地域医療構想調整会議）において，合意の状況を確認。

合意が得られない場合

協議後も，合意が得られない場合

県医療審議会へ報告

協議結果等の公表

外来医師多数区域となった地域振興局・支庁

新規開業者の届け出様式の変更（R2～）：届出様式に，地域で不足する外来医療機能を担うことに合意する旨の記載欄を設ける

相談

情報提供

-
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・共同利用の相手方となる医療機関
・共同利用の対象とする医療機関
・保守，整備等の実施に関する方針
・画像撮影等の検査機器についは画像情報及び画像診断情報の提供に関する方針

地域医療構想調整会議等の進め方（イメージ図）
医療機器の効率的な活用のための検討

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度
～

医療機器の効率的な活用のための協議の場を設置
例：地域医療構想調整会議

・医療機器の種類毎に共同利用の方針について協議を行い，結果を公表

外来医療計画において以下の項目を盛り込む
・医療機器の配置状況に関する情報
・医療機器の保有状況に関する状況
・区域ごとの共同利用の方針
・共同利用計画の記載事項とチェックのためのプロセス

・共同利用の方針に従い医療機関が医療機器を購入する場合や，当該機器の共同利用を新たに行う場合には，
共同利用に係る計画（以下「共同利用計画」）を作成し，協議の場において確認。

医療機関

・共同利用を行わない場合については，共同利用を行わない理由について，
協議の場で確認する

作成

共同利用計画

県医療審議会
において共有

-
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外来医療計画 検討内容報告書

項目名
夜間や休日等における地域の初期救急医療の提供体制 医療圏名

第７次保健医療計画(P404）に記載されている，下記の指標を把握した上で，１～３の項目の検
討を願いします。

（指標１）救急患者搬送数
（指標２）２次救急医療機関の数
（指標３）初期救急医療施設の数
（指標４）一般診療所のうち，初期救急医療に参画する機関の割合

１ 検討すべき項目について
下記の項目の現状について検討を行い，該当する番号及びその番号を選択した理由も記載して

ください。

【選択番号】
①：不足している。喫緊の課題がある。

②：やや不足している。課題がある。

③：概ね充足している。喫緊の課題はない。

④：充足している。現時点において課題はない。

検討項目 番号 その数字を選択した理由
(①～④）

1 休日昼間の体制について
（在宅当番医体制等について）

【参考】
・（指標２），（指標３）
・保健医療計画P245
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼﾞ

2 夜間の体制について

【参考】
・（指標２），（指標３）
・保健医療計画P245
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼﾞ

検討項目 番号 その数字を選択した理由
(①～④）

3 対応不可の傷病の場合の協力体
制について
（重症救急患者への対応，二次
・三次救急との連携）

【参考】
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼ゙
・保健医療計画P245～P248

4 救急専門医について（救急専門
医の不足等への対策）

２ 「将来目指すべき姿」及び「その他の意見」について議論の場で出た内容を記載ください。

将来目指すべき姿，その他意見

様式１

-
9
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外来医療計画 検討内容報告書

項目名
在宅医療の提供体制 医療圏名

第７次保健医療計画（P410～P412）及び参考資料に記載されている，下記の指標について把握
した上で，１～３の項目の検討を願いします。

(指標１)在宅療養支援病院・診療所
(指標２)退院支援を実施している診療所・病院数
(指標３)退院時共同指導を実施している診療所・病院数
(指標４)介護支援連携指導を実施している診療所・病院数
(指標５)訪問診療を実施している診療所・病院数
(指標６)往診を実施している診療所・病院
(指標７)在宅看取り（ターミナルケア）を実施している診療所・病院数

１ 検討すべき項目について
下記の項目の現状について検討を行い，該当する番号及びその番号を選択した理由も記載して

ください。

【選択番号】
①：不足している。喫緊の課題がある。

②：やや不足している。課題がある。

③：概ね充足している。喫緊の課題はない。

④：充足している。現時点において課題はない。

検討項目 番号 その数字を選択した理由
(①～④）

1 急変時における体制について
・在宅療養者の病状が急変した
際の一時受け入れについて

【参考】
・保健医療計画P298～P300
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼﾞ

2 急変時における体制について
・24時間対応可能な施設の有無
について

【参考】
・保健医療計画P298～P300
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼﾞ

3 終末期（看取り）における体制
について

【参考】
・（指標６），（指標７）
・保健医療計画301～
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼﾞ

検討項目 番号 その数字を選択した理由
(①～④）

4 退院支援について

【参考】
・（指標２），（指標３）
・保健医療計画P298～P300
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼ゙

5 日常の療養支援について
（多職種連携・緩和ケア・家族
支援等）

・（指標１），（指標４），
（指標５），（指標６）

・保健医療計画P298～P300
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼ゙

6 在宅におけるリハビリテーショ
ン支援について

【参考】
・保健医療計画P306～
・各地域の医療連携計画該当ﾍﾟｰｼ゙

２ 「将来目指すべき姿」及び「その他の意見」について議論の場で出た内容を記載ください。

将来目指すべき姿，その他意見

様式２

-
1
0
-



様式３
外来医療計画 検討内容報告書

項目名
産業医・学校医・予防接種等の公衆衛生に係る医療
提供体制 医療圏名

１ 下記について検討結果を記載してください

①産業医について
番 現状・課題等
号
①

1 不足している 2 やや不足している 3 概ね充足している 4 充足している

②学校医について（学校医の高齢化・業務量の増大・絶対数の不足 等）
番 現状・課題等
号
②

1 不足している 2 やや不足している 3 概ね充足している 4 充足している

③予防接種について（予防接種を実施できる体制を有する病院・診療所 等）
番 現状・課題等
号
③

1 不足している 2 やや不足している 3 概ね充足している 4 充足している

２ 公衆衛生に係る医療提供体制将来目指すべき姿について，検討の上，記載をお願いします。

将来目指すべき姿，その他意見

様式４
外来医療計画 検討内容報告書

項目名
その他の地域医療として対策が必要と考えられる外
来医療機能について 医療圏名

１ その他地域医療として対策が必要と考えられる外来医療機能がございますか。

【選択番号】
①：不足している。喫緊の課題がある。

②：やや不足している。課題がある。

検討項目 番号 その数字を選択した理由
(①～②）

1

2

3

２ 「将来目指すべき姿」及び「その他の意見」について議論の場で出た内容を記載ください。

将来目指すべき姿，その他意見

-
1
1
-



［計画期間］令和２年度～令和5年度（４年間）

医療法の一部が改正されたことに伴い，医療計画の定める事項に「外来
医療に係る医療提供体制の確保に関する事項」が追加。
高齢者数がピークを迎える2040年に向けた生産性の向上，医師の働き方
改革の推進，実効性のある医師偏在対策など，取組強化が求められ，こ
れらの動きや，国の方針等を踏まえ，新たな計画を策定。

計画策定の趣旨

医療法の第30条の４第１項の規定に基づく計画として，本県の外来医療に係る医療提供体制の確
保に関する計画的・総合的な推進の基本を示すもの。

第１章 総論
第１節 計画策定の趣旨
第２節 計画の位置づけ
第３節 計画期間

第２章 本県の外来医療の現状
第１節 本県の外来医療機能の現状
１ 区域単位
２ 現状・課題
ア 医療資源の状況(病院／一般診療所）
イ 外来医師偏在指標と外来医師多数区域
（ア） 外来医師偏在指標
（イ） 外来医師多数区域
ウ 現時点で不足している外来医療機能
（ア） 夜間や休日等における地域の初期救急医療の提供体制
（イ） 在宅医療の提供体制
（ウ） 産業医・学校医・予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制
（エ） その他

第２節 本県の医療機器の現状・課題
１ 区域単位
２ 現状・課題
ア 医療機器の保有状況
イ 医療機器の配置状況

第３章 施策の方向性
第１節 取組の基本的方向
第２節 各施策の方向性
１ 外来医療提供体制
ア 新規開業者等に対する情報提供
イ 新規開業者への対応
ウ 協議の場の設置
２ 医療機器の効率的な活用
ア 新規購入希望者等に対する情報提供
イ 医療機器の共同利用に係る計画
ウ 協議の場の設置

第４章 計画の推進方策
第１節 外来医療計画の周知と情報提供
第２節 計画の推進体制と役割
１ 県
２ 各医療機関

計画の構成

鹿児島県外来医療計画の概要

計画の位置づけ

【外来医療提供体制】
ア 新規開業者等に対する情報提供
○ 二次保健医療圏毎の外来医師偏在指標及び外来医師多数区域である二次保健医療圏の情報等について，新規開業希
望者等が知ることが出来るよう，様々な機会を捉えて周知に努めます。

イ 新規開業者への対応
○ 県は，外来医師多数区域において新規開業を希望する者に対しては，当該外来医師多数区域において不足する医療機
能を担うよう求めるとともに，その意向を確認します。

ウ 協議の場の設置
○ 二次保健医療圏毎に設定する協議において，新規開業の届出状況等を報告します。

【医療機器の効率的な活用】
ア 新規購入希望者等に対する情報提供
イ 医療機器の共同利用に係る計画

○ 医療機関が，共同利用の方針の対象となる医療機器を購入する場合は，原則として，当該医療機器の共同利用に係る
計画（共同利用については，画像診断が必要な患者を，医療機器を有する医療機関に対して患者情報とともに紹介する場
合を含む。以下「共同利用計画」という。）の作成を求めます。

ウ 協議の場の設置

外来医師偏在指標

圏域名 外来医師
偏在指数

全国
順位

診療所外来
医師数

外来医師
多数区域

鹿児島 135.5 18 702 〇
南薩 110.9 72 113 〇
川薩 124.6 35 118 〇
出水 77.0 275 60
姶良・
伊佐

101.4 133 192

曽於 60.1 330 41
肝属 96.2 169 108
熊毛 70.7 304 15
奄美 98.8 152 63

外来医師多数区域

・ 外来医療機能の偏在等の可視化に当たっては，外
来医療サービスの提供主体は医師であることから，外
来医療に関する指標として医師数に基づく指標を算出
することとされている。

・ ５つの要素（医療需要及び人口構成とその変化，
患者の流出入等，へき地の地理的条件，医師の性
別・年齢分布，医師偏在の種別）を勘案した人口10万
人対診療所医師数を用いて算出。

・ 大半の診療所が１人の医師によって運営されてお
り，診療所数と診療所の医師数は１：１に近い傾向が
あることから，外来医師偏在指標は診療所の偏在状
況を示す指標としても使用可能であると考えられる。

H31年3月22日に国で開催された「医師需給分化会」資料における「外来医師偏在指数（暫定値）

施策の方向性（主なもの）
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